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下
しも

ｎけたが立方数
りっぽうすう

の整数
せいすう

（試行力
しこうりょく

） 

 ３×３×３＝２７のように，同
おな

じ整数を３個
こ

かけあわせてできる数を立方数といいます。２７，１２７，

２０２７は，下２けたが２７という立方数になっています。このように，下１けた，下２けた，下３けた，

…のいずれかが立方数になる１以上
いじょう

の整数について 考
かんが

えます。ただし，０は立方数にふくまないものとし

ます。 

 

（１）１０００以下でこのような整数は何個ありますか。 

 

 

（２）１０００以下で，このような整数のうち，２で割
わ

れる数は何個ありますか。 

 

 

（３）１０００以下で，このような整数のうち，８で割ると７あまる数は何個ありますか。 
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下ｎけたが立方数の整数（試行力） （１）２２６個 （２）１１３個 （３）３１個 

 

（１）下１けたが立方数である１×１×１＝１となっている数は，１，１１，２１，３１，…，９１， 

１０１，１１１，…，９９１のように，１０×□＋１の□に０から９９までの整数をいれてできる 

１００個の数です。同じように考えると，以下のようにまとめられるので， 

１００×２＋１０×２＋５＋１＝２２６（個）です。 

 

もとの数 立方数△ １０００以下の整数 

１，２ １，８ １０×□＋△，□＝０～９９ 

３，４ ２７，６４ １００×□＋△，□＝０～９ 

５，６，７，８，９ １２５，２１６，３４３，５１２，７２９ △ 

１０ １０００ △ 

 

（２）もとの数が偶数の場合に，立方数も下何けたかが立方数である数も偶数になるので，もとの数が２，

４，６，８，１０の場合の，１００＋１０＋１×３＝１１３（個）です。 

 

（３）８で割って７あまる数は奇数なので，もとの数が奇数である数だけを考えます。 

もとの数が１の場合 

   １，１１，２１，３１，４１，５１，６１，７１，８１，…を８で割ったあまりは， 

   １， ３， ５， ７， １， ３， ５， ７， １，…という４個ごとのくり返しになります。

というのも，１０×４＝４０が１０を何倍かして８で割り切れる最小の数なので，１０を４個加えるた

びにあまりは同じになるからです。１００÷４＝２５より，２５個です。 

もとの数が３の場合 

   ２７，１２７，２２７，３２７，４２７，…を８で割ったあまりは， 

    ３，  ７，  ３，  ７，  ３，…という２個ごとのくり返しになります。というのも， 

１００×２＝２００が１００を何倍かして８で割り切れる最小の数なので，１００を２個加えるたびに

あまりは同じになるからです。１０÷２＝５より，５個です。 

もとの数が５の場合 

１２５÷８＝１５あまり５より、条件を満たしません。 

もとの数が７の場合 

   ３４３÷８＝４２あまり７より，１個です。 

もとの数が９の場合 

   ７２９÷８＝９１あまり１より，条件を満たしません。 

   以上より，２５＋５＋１＝３１（個）です。 
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